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二
年

目
も
楽

し
ん

で

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

高
橋
　
知
子

今
年
度
も
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
高
橋
知
子
で
す
。
新
た
に

役
員
並
び
に
各
専
門
委
員
を
快
く
お
引

き
受
け
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ほ
ん
と
う

に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年

一
年
間
は
金
沢
高
校
で
は
大
き

な
問
題
も
な
く
無
事
過
ぎ
ま
し
て
安
堵

し
て
お
り
ま
す
。

私
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
仕
事
も
二
年
目

に
は
い
り
ま
し
た
。
委
員
さ
ん
た
ち
と

楽
し
み
な
が
ら
お
仕
事
を
つ
と
め
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
実

行
委
員
、
各
専
門
委
員
、
い
ろ
い
ろ
行

事
を
計
画
し
て
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
金
沢
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
企
画
は
な
か
な
か
充
実
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
れ
ば
　
た
い
へ
ん
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

二
〇
〇
八
年
度

Ｐ

Ｔ

Ａ

役

員

後列左から

会81     ●配 (学)

金久保.3、み子 北田嘉代子

FJ列左から

会:1     会計 (学)

市川泰男  大徳 勉

会:|(学) 日J会長   副会長

細員則夫 江川智子 益田なをみ

会II監査  会計監査  会ll監査

松本一美 高丼容子 清野倫子

lJ校長    ●配

碇 郁夫  河西ゆかり

PTA会長   学校長

高橋知子  柳田緑雄

Eり校長

鹿島 党

金

高

の
印

象

に

つ
い
て

副
校
長

碇

　

郁

夫

満
開
の
桜
並
木
、
手
入
れ
が
行
き
届
き
綺

麗
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
花
壇
、
ゆ
と
り
の

あ
る
敷
地
と
清
楚
な
校
舎
、
体
育
館
や
グ

ラ
ン
ド
で
生
き
生
き
と
活
動
し
、
さ
わ
や
か

な
挨
拶
で
む
か
え
て
く
れ
る
生
徒
の
皆
さ
ん
、

隣
接
し
た
横
浜
市
立
大
学
等
々
。
着
任
早
々

に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
金
高
の
様
子
は
、

学
舎
と
し
て
は
す
ば
ら
し
い
環
境
、
自
由
な

校
風
の
中
で
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒
の
皆
さ
ん

の
姿
を
印
象
づ
け
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

副
校
長
　
鹿

島

　

覚

私
が
最
初
に
金
沢
高
校
へ
赴
任
し
た
の

は
、
今
か
ら
二
十
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
校

門
の
見
事
な
桜
、
玄
関
前
の
色
鮮
や
か
な

花
壇
、
落
ち
着
い
た
環
境
は
、
何

一
つ
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
学
習
や
部
活
、
生
徒
会

活
動
に
真
剣
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
学
校
の
魅
力
つ
く
り
や

一人
ひ
と
り
の
生
徒
の
成
長
を
支
え
る
た
め

に
、
金
沢
高
校
の
教
職
員
の
一人
と
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
再
び
こ

の
学
校
の
間
を
く
ぐ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。



質

の
時
代
に
向
け
て

学
校
長
　
柳
田
　
緑
雄

昭
和
η

１１１
度
成
長
期
は
質
よ
リ
ーｌｔ
、

人
蹟
生
産
、
人
賦
消
費
で
経
済
活
性

化
を
図
り
、
現
在
は
も
の
が
有
り
余

り
、
ど
ち
ら
か
と
〕
え
ば
質
，
両
い
付

加
価
値
を
持

っ
た
も
の
が
好
ま
れ
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
に
つ
い
て

も
、
記
憶
力
の
多
さ
を
確
視
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
考
え
方
を

曖
視
し
た
個
性
を
重
ん
じ
る
教
，
に

変
化
し
て
き
ま
し
た
．
し
か
し
な
が
ら

学
校
現
場
で
は
新
し
い
体
制
に
な
か
な

か
転
換
が
図
れ
ず
依
然
と
し
て
従
来

形
の
教
育
か
ら
脱
却
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
．
教
職
員

人
ひ
と
り
何
と

か
し
た
い
と
思
っ
て
模
索
は
し
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
れ
と
い
っ
て
良
い
方
法

が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
個
々
に
対
応
す
る
の

で
は
な
く
　
学
校
全
体
で
ど
う
す
る

か
を
真
剣
に
話
し
合
い
、
組
織
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
年

年
か
け
て
教
，
の
質
の
向
Ｌ
に
向
け
て

不
場
と
流
行
の
な
フ
ン
ス
を
図
り
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
金
高
を
教
職
員
全
体

で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

; (〕 襲
趣味教室

手作リハンカーJ

一

邸鵡′Ⅵ滉監,
み,蝙 もう一っ

金沢高校 PTA合 り|‖

創設 16周年を迎え 3月 3日 1日,

杉田劇場において初めての演奏会を

持つことになりました 皆様のこ来

場をお待ちしております (要整理券)

〈連絡先 清水玲子)

045 1782)9710

随時、団員募集中 !

成
を

見

〓

腑⑪
‐ ●

金
高
察
の
バ
サ
ー
の
為
に

一

年
間
ひ
た
す
ら
作
品
作
り
に

励
ん
て
い
ま
す
　
毎
年
大
盛

況
で
特
に
手
作
り
お
東
子
は

大
人
気
――
売
り
切
れ
な
い
う

ち
に
お
早
目
に
　
．
バ
サ
ー

の
収
益
金
は

「あ
し
な
か
育

薬
会
」
と
金
沢
高
校
に
寄
付

し
て
い
ま
す

多
く
の
保
護
者
の

皆
様
か
出
席
さ
れ

る
学
年
想
談
会
の

資
料
作
り
　
打
ち

合
わ
せ
と
先
生
方

と
話
し
合
う
機
会

を
多
く
持

っ
て
い

ま
す
．

´
‘郊げ

1/下旬

広
報
委
員
会
咸舞山

校
生

´

警

露

員
会

Ｌ
Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
皆
様
の
健
康
つ
く
り
の
お

手
伝
い
　
金
高
祭
て
は
片

足
立
ち
　
前
屈
　
据
カ

壁
に
張
り
出
さ
れ
た
最
高

記
録
に
チ
ヤ
レ
ン
シ

′

と
真
剣
に
と
り
組
む
皆
様

を
応
援
し
て
い
ま
す
　
身

長
　
体
雪
　
血
圧
　
体
脂

肪
も
測
れ
ま
す
　
‐２
月
の

健
康
教
室

へ
も
と
う
ぞ
・

保
健
委
員
会

健康教
] 「肩こり・腰痛予麟摯

操」

四十肩 五十肩の方ぜ
ひこ参加下さい
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2

鋤 卿
2008 教職員紹介

御自分の性格を四字熟語で表現していただきました.

印象に残つた映画を伺いました.

(造語もあります)
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|

柳田 緑雄 校長
|`|1111

1  , ,′1 1 '  |

型

‥
鹿島 覚 副校長

`l'11.|て, ` ′''

郁夫 副校長

| |||
く ,■ ′′

'

|イ|, 11 1 1 1‐  1■ ■ 1 1,

樋川 恭子 (1年 5組 )
l l● 111  ■ ' |  |〕 ′

」
英 語

青山 由紀子
l t、  ll i  lll′

小林 員澄
||:サ li t   l  ll l ,t111

崎 喜博 (3年 副主任)
|:|,1  ,|プ  141i ナ1'ル

塩見 郷治 (3年 5組 )

` 
■ |   '1 ●ム  ,r′, ■

野□ 秀子

藤丼 香 (1年 2組 )

||111 i   l,′ 1 4ノ   | '|.

宮崎 玲子 (2年 6組 )
ユ||″     | ′ ′ , ||′ チ ■ '|

門田 徹 (2年 5組 )

||イi ll   ,デ1 1 11

吉岡 寛美

|||  サ1'{● ′|

米谷 千春 (3年 2組 )
| , =||IJI     , ′ ,  1´ヽ  1 1 1  , | プリリ

Samuel Verse f(AET)

111'キ.i. ́    ■ ||| ■)‐● 1:イ||

楠 知美 (研修中)

‐
‐
‐
‐
‐
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理 科 ¬
荒木 英之 (2年 1組 )

IE l,lll世  ■い空F)|

市川 泰男 (1年 副主任

|サ:|lt,|    千1 1 |ヽ|

遠藤 摩樹 (2年 副主任)

| 1  4   1ヽ 1'′●′

大橋 博 (1年 4組 )

II」|¬ :   | : ',′ :|

国本 有美
相ヶ瀬 千草

|||,■||  :||

石原 IIt(1年 6組 )
(||¬ l  l'||'|'

菊池 龍也 (3年 4組 )

11111  、 ′1 1 `| |

菅田 昌宏 (2年 主任)
. 1  1 'イ   |,   1

||  ヽ 1

早乙女 大道

li ll.|'

堤 1呆子
||| '|

中田 ―義

| | 1  1 ,

蛭lB 優里

`|||||‐

向

|
筒

木 籠― (1年 3組  PTA厚 生食堂)

‐‐ ・|   , |｀ :||

丼 員子
||lt | ||●|

(3年 副主任)

1 111ill

| :',′
`| || 

イ|||

||`il‖   ,:い ■
`

松橋 吉明 (休職中)

■   ,1 '

野□ 真88

1`.|

花田 憲司

|| |に|!|

舟木 教朗

家

辞

‐‐‐‐‐‐‐
　
嘔
一＝

丼

¨
　
丼

喘

'1  ,し
|  ¬ ' 「 '一

'、

(2年 2組  PTA成 人)

サウント |フ  =」 ―:′●|'

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ノりに

5

「芸術
岩田 正満 (2年 3組 )
. 11111イ    1'11).'1 ィ:オII

平野 正雄
111“ i Jl    ス●

藤丼 和子
|  : ` 1 '卜|

|` :′,ヽ

|[Jr

′ |  .' 1  ■

(3年 7組 )

|:|:■ |`● 11

1 1  1'  十

1 1,11 rll ll l l

f:,■

PTA書 記)

西村 元 (研修中)

颯
田
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地歴公民 学

(3年 畠J主任 PTA書 記)
|   ||   |  ||′t 111.111 1.` 1 111

(1年
主 任 )

||. |    ||||

| 1 1 1

( 2年副主任 PTA広 報)
,|■  Ⅲ ■

(1年 副主任)

1    'マ    l,    |  |

1 .|  ′||

(3年 3組 )

1111 1111

(PTA学 年)

||  ■ ■ 1・  |

情 報

ハ
Ｖ
‘

＝|
佐久間 明子

111■

: IⅢ=||

松岡 憲子

¬r, I II
. , (■
 11■



′

大徳 努 (事務長 PTA会 計)

鶴

保健体育

|■ |   |

■レ J .ヽ.

新丼 宏治
|ヽ IⅢl Ⅲ

石坂 雄―

11■r●   lllttC,|

40貝 貝J夫 (PTA会計)
||,111.:   ス■ ■ |  ヽ

猿渡 隆太

卜|ヽ ■̈  ,'■ ,|: |■ ′
^

榊原 早苗

`|て
,●や  |ズ |

|'111サ  || イ1)′'11

簡 優好

|」 オII   ,′  ■111=||.

岸田 美帆 (3年 6組 )

●1:ユ   |11 í,|りr,1

西山 恵美子

|||:|  || J́,イ|

星里I 亮

■ ill    ll■ 1.■

堀尾 典臣

,11111ヽ1    1111:,|||

牧野 幸男 (1年 7組 )
||||●11   ∵ IJ II

田村 真由実 (休職中)

`

( 3年主任 PTA広 報)
| ,rl::′', 1 4 ア  ■

)●| |り11

技術員

青木 良平
| | |  | ' | |

小IE 治美

1■1 11

木村 友治
| |  ,  | |

'Ⅲ
Ⅲl■| |

11イ ■ ,

ソ フイヽ '|' ′

ヽ_

1評校管理員D
丼1 正洋

伊藤 健

森野 淳

大石 文雄

栗本 晴彦

大堀 祐司

松本 大輔

部活動指導員|

吹奏楽

茶道

バトン

剣道

一．圭
日

一
司

彙」週

L

福住 拓朗

福田 仁子

向山 砂綾子

森 敏昭

小野原 要―郎

北村 亜紀乃

曽根原 聡

¬ ||
|11]l tl

―
―
―
―
―
―
ノ

ヽ_______



高
木
　
籠

一

（国
晒
）

桜
　
丘
　
高
　
校

り『猜帥帥議狩薫鎌漱崚い」一中却］〔いつあ′、

に
は
か
ら
ん
や
、
細
か
い
事
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
ゆ

つ

裁製
肺
轄
『
じ‥
書
，
良

田
村
　
一
玄

（地
歴
公
民
）

横
浜
商
業
高
校

西
山
　
恵
美
子

（保
健
体
育
〕
横

浜
総
含
高
校

み一一中鰤］』』『̈
まつ校一「一しのて一蹴̈
一つ‐よ徒̈

わい場とな嘲経
駒
ゴ
微』
陀
μ
Ｆメ
「ぃ

樋
川
　
恭
子

（英
語
）

東
　
　
高
　
　
校

続
鵡
鶴
・の価
鶉
鈴
れ
榔
就
嗽

川
井
　
恵
美
子

（家
庭
〕

桜
　
丘
　
高
　
校

佐
久
間
　
明
子

（姜
霞
）

戸
塚
高
校
定
時
制

平
野
　
正
雄

（彙
術
〕

横
浜
総
合
高
校

疇』『動一如］］］少‐ナ‘こ『̈
¨̈̈
韓̈
中̈嶽「

い貯叫略強榔̈
』い温酬プ。部活動共に力の人っ

よ

う

と

を

舟
木
　
教
朗

（日
晒
）

金
高
生
は
人
人
し
い
‥
そ
ん
な
印
象
が
私
の
中
に
あ

山
森
　
豪

（地
歴
公
民
）

金
沢
高
校
に
着
“
し
　
ケ
”
ｏ
生
徒
達

の
活
き
活
き

轟”「一̈
一̈）̈中枠一牡［̈中榊雌」や『一

に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
る
様
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

土
屋
　
裕
史

（数
学
）



へ

蛭
田
　
優
里

（理
科
〕

緑
の
あ
る
広

い
敷
地
、
明
る
い
校
舎
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
る
先
生

・
保
護
者
　
地
域
の
方
々
に
恵
ま

れ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
実
に
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
さ
す
が

金
高
生
、
勉
学
に
励
む
姿
も
立
派
で
、
美
し
い
で
す
。

野
口
　
秀
子

（英
目
）

大
き
な
自
習
室
が
二
つ
も
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
使
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
の
に
、
感
心
し

ま
し
た
。

空
き
時
間
に
友
達
と
雑
談
す
る
か
、
自
習
室
で
勉
強

す
る
か
は
自
分
の
選
択
な
の
で
す
。
金
沢
高
校

の

「自

主
自
律
」
は
実
は
大
変
な
言
葉
な
の
で
す
ね
。

松
岡
　
憲
子

（姜
霞
）

″光
と
緑
に
囲
ま
れ
た
市
立
金
高
″
生
徒
の
笑
顔
が
美

し
い
。
新
緑
と
同
じ
つ
や
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
放

課
後
に
な
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
団
結
力
が
動
き
出

す
の
で
す
。
気
が
つ
く
と
私
も
高
校
生
気
分
。
仕
事
の

面
で
は
、
風
通
し
の
良
い
保
健
室
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

相

ヶ
瀬
　
千
革

（日
目
〕

初
め
て
訪
れ
た
時
、
花
壇
の
花
々
に
目
を
奪
わ
れ
、

緑
豊
か
な
校
合
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
図
書

館
や
自
習
室
が
充
実
し
て
お
り
、
学
ぶ
環
境
が
整
え
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

相
川
　
勲

（数
学
）

校
門
を
入
る
と
パ
ン
ジ
ー
の
咲
き
乱
れ
た
花
壇
が
目

に
飛
び
こ
ん
で
き
た
。
今
も
変
わ
ら
ず
花
壇
を
耕
し
、

樹
木
や
芝
を
整
備
し
て
く
れ
る
人
々
が
い
て
く
れ
る
こ

と
に
感
謝
。
前
庭
の
景
観
と
中
庭
の
緑
は
い
つ
で
も
心

を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
。

吉
岡
　
寛
美

（英
目
）

Ｔ
二
年
生
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、　
一
年
生
は
希
望

に
満
ち
て
金
高
で
の
新
生
活
に

一
生
懸
命
の
様
子
で
す
。

三
年
生
の
ク
ラ
ス
は
な
か
な
か
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
楽
し

い
雰
囲
気
で
す
。
全
体
と
し
て
、
明
る
い
暖
か
い
感
じ

の
す
る
高
校
だ
と
思
い
ま
し
た
。

堀
層
　
典
臣

（保
健
体
育
）

金
高
の
印
象
を
間
わ
れ
ま
し
て
も
、
少
々
困
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ど
こ
へ
行

っ
て
も
、
特
に
印
象
を
決
め
つ

け
た
り
、
先
入
観
も
持

っ
た
り
せ
ず
、
物
事
を
素
直
に

見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

生
徒
の
為
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
丼
　
和
子

（書
道
）

噴
水
と
彫
刻
、
色
と
り
ど
り
の
花
や
木
々
に
囲
ま
れ

た
の
ど
か
な
雰
囲
気
と
落
ち
つ
い
て
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
礼
儀
正
し
い
生
徒
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

書
道
準
備
室
の
清
掃
と
片
付
け
を
手
伝
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
心
優
し
い
先
生
方
に
感
謝
。

看
を
さ
れ
た
え
生
方

曽
根
原
　
職

（口
書
）

大
い
に
読
書
を
し
、
大
い
に
マ
ン
ガ
を
読
み
、
大
い

・

に
勉
強
に
励
む
。
そ
ん
な
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

し
か
も
す
ば
ら
し
い
集
中
力
。

鱚 tt
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生徒による トンネ′ι壁画フート

今年 3月、京急金沢八景駅線路下トンネル通路に金高

&市 大アートプロジェクトによる璧ロアートが完成 ,この

職員による 夕関のいけばな

が通るトンネルに絵

を描けたことなどう

れしかつたことのほ

うが多かつたようで

す。そしてなにより、

このとき金高に在籍

していたからこそ得

られた千載―運のチヤンスにとても感激していました。

美術部顧間の平野先生のお話では、今後の維持管理に

ともなう補修作業も依頼されているとのことです。生徒会

や福祉委員会の地域清掃活動から、美術部のトンネル壁

画アートヘと発展した金高の生徒による環境美化活動は

これからも続いていくようです.

(表紙の帯写真は トンネル壁画アートで,.)

どして工夫しています.ま た、花IBには学校

で使わなくなつた器をリサイクルするという、

3R活 動もしつかり実行しています。

,ブ タイトルの 「目立たず、■面目に、こ

つこつと」は 2007 教職員紹介での小相

さんの自己PR文 です。「皆さんに少しても

季節を感じていただけたら・  Jと 嫌虚に

おつしやる小櫃さんの人柄かにじみでていま

すね。

教師による

金高の玄関をいつもきれいなお花で飾うてく

ださつているのは、技術員の小櫃もにで,

かつて先生や華道部員が生けていたこと

もありましたが、状況が変わつて何もない時

期もありました 玄関にお花がないのは寂し

いからと、 4年 位前から小櫃さんが生け始

めたそうですが、特にそのための予算があ

るわけではないので、学校内にある季節の

お●Lを中心に、時には自宅からもつてくるな

池のエコアップ

金高には、校円を入つた正面の噴水の池 格技館横

の日本庭園の中の池、中庭の池、と3つの池がありま丸

以前は

'う

れていたこれらの池にめだかを放したり、

水草を入れたりして生き物に優しい環境づくりを実

践してくださつているのは、情報科の山崎先生です。

今ではトンボも多数羽化するようになりました。み

なさんもエコアップされたこれらの池を見て心癒さ

れてみませんか?

エコアップとは、エコロジカルアツプ (自然環境

をあげていく)と いう意味の造語です。元横浜市環

編集後1己

■境羮化 ～誠たず、真醐に、こつこつと～

い大生が用意してく¬1:つなぎもヽンキだらけ

なくなつたりと多少のトラブルはあつたものの、市大美術

部の部室での企画 準備活動では自由な雰囲気の大学の

部室がちよつぴり刺激的だつたこと、プロジェクト発足当時

は6名だつた美術部員が1年生のカロ入で9名に増え作業

がはかどつたこと、作業中に通りがかりの人から励ましの

言葉やときには差し入れをいただいたこと、毎日自分たち

境科学研究所職員の

森清和氏 (故人 )が

提唱して、横浜の川

の再生から始まり、

全国の都市の自然再生の取り組みへと広がつていつ

たのが、エコアップ活動です。

山崎先生は地のエコアツプのほかにも、学校の敷地

内に花と緑を増やす環境活動をお考えで、ぜひ保護

者のかたにも学校に足を運んでいただき一緒に花を植

えてみませんか、と呼びかけていらつしゃいま魂

: 会報 104号は定番メニューにリニューアルメニュー、ちょつと変り種の新メニューもご用意してみました。

1 嗜好はひとそれぞれ ・ でも委員全員の愛情スバイスでお好みの味付けになること間違いなしP
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